


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1981年 1989年 1981年 1989年
5，845人4，989人 748人 431人
大学，短期大学卒 44．2％ 57．工％ 77．5％ 92．8％
医師，法律家 5．4％ 7．8％ 19．1％ 26．5％
学位保持者 2．7％ 4．7％ 14．6％ 18．9％
外国語知識 15．4％ 19．2％ 53．7％ 69．4％
複数の外国語知識 4．7％ 7．1％ 28．5％ 43．6％
長期間の専門活動 22．3％ 27．8％ 39．4％ 55．5％
専門資格保持者 17．6％ 28．5％ 49．6％ 71．4％
（ガジョー・フェレンツ，「カードル官僚制と知識人」p．10．）
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〔論　説〕
　表から明らかになるのは，国家上層部管理職の能力や資格が，党カード
ルのそれをはるかに上回っていることである。エリートグループは，まず
国家の指導的なポストを目指し活動しようとしたのである。大臣代理，政
務次官，省庁の高官，企業幹部など約600人のグループが，社会学的に際
だった存在になっている。ガジョーによれば，「このグループが，ノーメ
ンクラトゥーラのヒエラルキーにおいて中央委員会カードルの影響力のも
とにあった」⑧のである。
　専門的な資格をもった優れた人材が国家の上層部に集まることによって，
行政の官僚組織は，これまでの無能な国家党カードルに行政が従属させら
れるということに負担を感じるようになり，国家党から解放され自立した
機関になるよう試行していた。これは1989年に，政府が党の指導から分
離され実現した。
　この傾向は，1980年代の中ごろから国家機関の上層部で展開された大
規模な新テクノクラートへのカードルの交代から始まっていた。ガジョー
によると「資格をもったエリートの半数以上（53％）が最近の4年間に，
さらに22％が1980年と1984年の間に，行政の指導的なグループになだ
れこんだ」（4）のである。新テクノクラートは，沈みかけた船を占拠したと
もいえよう。国家権力を救うというよりも弱まった党国家や危機の深刻化
を前にして，上からコントロールした“体制変革”を実施しようとしてい
るのである。ビハリがいうような国家党と官僚制国家権力の同時崩壊や，
盛田氏が指摘したような一党支配の空洞化よりも，国家権力の上層部で質
の変化が起こったと言えるのではないだろうか。
　労働者党内でも改革派が台頭し，1988年5月20日の党全国集会でカー
ダール書記長（1985年以前は，第一書記という名称）が失脚し，新保守
派のグロース・カーロイ（5）が書記長兼首相となった。ポジュガイとニェル
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ハンガリーにおける新支配エリートの台頭（森）
シュは政治局入りし，中央委員の3分の1が入れ代った（6）。新旧のテクノ
クラートの問では妥協が成立して，いた。しかしこの妥協も過渡的なもので，
政治体制や所有権をめぐる闘争が激化し，新テクノクラートは政治や経済
におけるキーポジションを征服していった。11月には悪化した経済の責
任をとる形で，グiir一スは首相を新テクノクラートで経済のエキスパート
であるネーメト・ミクローシュ（7）に譲らざるをえなかったのである。ネー
メトの民営化政策や開放政策⑧は，自由民主同盟のエコノミストたちの主
張と基本的に同じであり，労働者党の質の変化もほとんど行き着く所まで
行き着いたのである。
（1）ガジョー・フェレンツGazs6　Ferenc（n．　d．一　）ブダペシュト経済幽
　　大学教授。
（2）Gazs6　Ferenc，“A　kad6rbUrokr6cia　6s　az　6rtelmis6g”（「カードル官
　　僚制と知識人」），r社会評論』11．（Budapest，1990）
（3）　Gazs6，　ibid．　p．10．
（4）　Gazs6，　ibid．　p．1L
（5）　グロース・カーロイGr6sz　K巨roly（1930－　）1945年，ノ・ンガリー
　　共産党に入党。1979年，ボルショド・アバウーイ・ゼムプレLン県の党
　　第一書記。1980年，党中央委員。1985年，党政治局員。1987年6月から
　　首相。1988年5月から党書記長。同年11月に首相を解任された。
（6）『ノ・ンガリー民族』1988．5．23．
（7）ネーメト・ミクローシュN6meth　Mik且6s（1948－　）1968年，労働
　　者党に入党。最初の職はカール・マルクス経済大学助手。1977年から
　　1981年まで全国計画局部長代理。1987年，党中央委員，党中央委員会書
　　記，党中央委員会経済政策委員会委員長。1988年5月，政治局員。1988
　　年11月から1990年4月まで首相。
（8）『ノ・ンガリー民族』1989．1．31．
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〔論　説〕
結　び
　国家党としてスタートした労働者党は，ソ連に忠実な対外政策をとるt
方，国内では自由化を進めるというカーダール主義によって徐々に変質し
た。“グヤーシュ・コミュニズム”によって，将来のキャリアのためとい
うプラグマティズムで様々な人材が党員となり，国家党から“寄せ集めの
党”に変化していった。ニェルシュのように，1948年の・・ンガリー共産
党と社会民主党の合同以前に社会民主党員で，合同後も社会民主主義者で
あり続けた人も多いのである。ルカーチやその弟子たちによる批判，ニェ
ルシュらによる経済改革，ポジュガイらの複数政党制への老練な布石，新
テクノクラートや新改革派知識人らの台頭で，労働者党の変質が進み，
1956年のような国家権力の崩壊にはつながっていない。
　新しい支配エリートによる“体制変革”は，上からコンFロールされた
ものである。新たに登場した諸政党は，ほとんど新支配エリートによる政
党で，真の大衆政党に脱皮できなければ，新支配エリートと大衆という両
者の溝が深まり，民主化という歴史的課題の達成が困難となる限界もはら
んでいる。
（ライオグランデ大学日本校講師）
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